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世
界
に
広
が
る
法
華
経
展

　

東
洋
哲
学
研
究
所
が
企
画
・
制
作
す
る
「
法
華
経

│
平
和

と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展
は
、
後
述
す
る
開
催
の
淵
源
か
ら

本
年
で
二
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
た
。

　

研
究
所
は
、
東
洋
思
想
、
な
か
で
も
仏
教
の
思
想
・
哲
学
の

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
学
問
分
野
と
の
学
際
的
研
究
を

行
い
、
人
類
が
抱
え
る
諸
問
題
の
克
服
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
一
九
六
二
年
一
月
、
池
田
大
作
Ｓ
Ｇ
Ｉ
（
創
価
学
会
イ
ン
タ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
会
長
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
が
、
法
華
経
展
は
、

創
立
の
際
に
掲
げ
ら
れ
た
大
乗
仏
教
・
法
華
経
を
中
心
に
し
た

研
究
活
動
の
一
環
で
あ
る
。

　

仏
教
は
紀
元
前
五
世
紀
頃
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
釈
尊
に
よ
っ

て
創
始
さ
れ
、
以
来
、
広
大
な
ア
ジ
ア
を
中
心
に
伝
播
し
、
多

く
の
民
族
に
信
奉
さ
れ
て
き
た
。
仏
教
に
お
い
て
大
乗
仏
教
と

さ
れ
る
教
え
の
な
か
で
、
法
華
経
は
古
来
よ
り
「
諸
経
の
王
」

と
呼
ば
れ
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
そ
の
教
え
が
広
く
伝
播
し
て

い
っ
た
。
そ
の
過
程
の
な
か
で
、
伝
播
し
た
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
的
融
合
を
見
せ
、
世
界
遺
産
の
敦
煌
莫
高
窟
（
中
国
）
や
仏

国
寺
（
韓
国
）、
文
学
・
芸
術
作
品
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
た
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
こ
の
経
典
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、「
釈
尊

の
覚
者
と
し
て
の
『
智
慧
』
と
『
慈
悲
』
が
民
衆
救
済
へ
と
向

か
う
と
き
、
仏
教
史
を
飾
る
多
く
の
仏
典
が
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。
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そ
の
中
で
、
特
に
『
法
華
経
』
は
、
自
ら
、
釈
尊
の
悟
達
の
法
（
ダ

ル
マ
）
の
表
出
と
体
現
を
宣
言
し
た
経
典
で
あ
り
ま
す
。『
法
華

経
』
が
東
洋
の
諸
民
族
に
最
も
親
し
ま
れ
、
広
く
伝
播
し
、
人
々

の
『
魂
』
を
救
済
し
て
き
た
の
も
、
こ
の
経
典
が
内
包
す
る
深

遠
な
宗
教
性

│
宇
宙
生
命
と
の
融
合
の
境
地
と
そ
の
平
易
な

る
表
現
法
に
あ
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

研
究
所
で
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
の
指
針
の
も
と
、
創
価
学
会
と

の
共
同
事
業
と
し
て
、
法
華
経
の
原
典
研
究
に
寄
与
す
る
「
法

華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ
」
の
研
究
・
編
集
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ペ

ト
ロ
フ
ス
キ
ー
写
本
」
と
呼
ば
れ
る
『
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
古
文
書
研
究
所
所
蔵
梵
文
法
華
経
写
本
（
Ｓ
Ｉ　

Ｐ
／
５
他
）

│
写
真
版
』、『
イ
ン
ド
国
立
公
文
書
館
所
蔵　

ギ
ル
ギ
ッ
ト

法
華
経
写
本

│
写
真
版
』
な
ど
十
七
点
を
刊
行
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
仏
教
、
法
華
経
を
研
究
す
る
ロ
ケ
ッ
シ
ュ
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
博
士
（
イ
ン
ド
文
化
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
）、
季
羨

林
博
士
（
北
京
大
学
終
身
教
授
）、
中
村
元
博
士
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
を
は
じ
め
と
す
る
学
識
者
と
交
流
を
重
ね
、
研
究
所
学
術
誌

へ
の
論
考
の
掲
載
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
を
開
催
し
て 

き
た
。
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右上から時計回りに、タイ、スペイン、ブラジル、マレーシアでの法華経展。各会場、
多くの鑑賞者で賑わった
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展
示
活
動
で
は
、「
法
華
経
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
展
（
一
九
九

八―

二
〇
〇
〇
年
）、「
法
華
経

│
世
界
の
精
神
遺
産
」
展
（
二
〇

〇
三
〜
〇
四
年
）、「
法
華
経

│
平
和
と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

展
（
二
〇
〇
六
年
〜
現
在
）
と
変
遷
。
そ
の
間
に
も
、「
仏
教
経
典
：

世
界
の
精
神
遺
産

│
写
本
と
図
像
で
知
る
法
華
経
」
展
（
二
〇

一
六
年
〜
現
在
）
な
ど
を
開
催
し
て
、
法
華
経
研
究
の
成
果
を
一

般
に
公
開
す
る
試
み
を
行
っ
て
き
た
。

　

法
華
経
展
の
淵
源
と
な
っ
た
一
九
九
八
年
開
催
の
「
法
華
経

と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
展
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古

文
書
研
究
所
が
所
蔵
す
る
約
十
万
点
に
及
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
仏
典
写
本
、
木
版
本
な
ど
十
四
言
語

四
十
七
点
が
厳
選
さ
れ
、
日
本
初
公
開
と
な
っ
た
。
な
か
で
も

門
外
不
出
で
あ
っ
た
「
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
写
本
」
が
展
示
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
法
華
経
写
本
研
究
者
で
あ
る
戸
田
宏
文
博

士
は
「『
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
』

│
そ
れ
が
、
ペ
ト
ロ
フ
ス

キ
ー
本
を
見
て
の
私
の
率
直
な
感
想
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
同
展
を
発
展
・
拡
充
し
た
の
が
「
法
華
経

│
平

和
と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
東
洋
古
文
書
研
究
所
の
ほ
か
、
中
国
・
敦
煌
研
究
院
、
イ

8世紀頃の書写と推定される「ペトロフスキー写本」（写真上。ロシア科学アカデミー 
東洋古文書研究所所蔵）と、まとまった仏教写本の中で最も古い時代のものの一つであ
る「ギルギット写本」（インド国立公文書館所蔵）は、６世紀末から８世紀初頭の書写
と推定される
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ン
ド
文
化
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
の
協
力
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
や
文
物
が
提
供
さ
れ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

法
華
経
伝
播
の
歴
史
、
そ
の
現
代
的
意
義
、
普
遍
性
の
理
解

を
進
め
る
展
示
会
と
な
っ
た
同
展
は
、
開
催
地
域
を
国
内
に
留

め
る
こ
と
な
く
、
仏
教
発
祥
の
地
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
大
乗

仏
教
が
興
隆
し
た
中
国
、
韓
国
、
上
座
部
仏
教
国
の
タ
イ
、
ス

リ
ラ
ン
カ
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
の
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
ア
ジ
ア

地
域
を
巡
回
。
欧
州
や
、
南
米
な
ど
世
界
十
六
カ
国
・
地
域
で

開
催
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
現
在
、
鑑
賞
者
の
累
計
は
八
十
万
人

を
超
え
て
い
る
。

　

展
示
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
目
で
見
る
法
華
経
」
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
、
学
識
者
・
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
に

も
理
解
し
易
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

展
示
の
構
成
は
、
大
き
く
五
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

①
　
仏
教
の
誕
生
と
法
華
経
伝
播
の
系
譜

釈
尊
の
生
誕
か
ら
大
乗
仏
教
の
興
隆
。
法
華
経
の
編
纂
、
鳩

摩
羅
什
の
漢
訳
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
で
の
法
華
経
に
よ
る
文

化
的
影
響
な
ど
を
、
パ
ネ
ル
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
る
。

②
　
多
様
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
文
書
研
究
所
、
イ
ン
ド

文
化
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
が
所
蔵
す
る
写
本
を
用
い
て
、

法
華
経
を
中
心
と
し
た
大
乗
仏
教
経
典
の
写
本
・
木
版
本

の
複
製
品
を
展
示
。
な
か
で
も
法
華
経
は
、
そ
の
伝
播
の

過
程
の
な
か
で
翻
訳
さ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
は
じ
め
、

古
ウ
イ
グ
ル
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
西
夏
語

な
ど
十
を
超
え
る
言
語
で
翻
訳
さ
れ
た
写
本
を
紹
介
。
梵

文
法
華
経
写
本
の
「
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
写
本
」、
約
一
千
年

に
渡
っ
て
地
中
に
埋
も
れ
て
い
た
ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本
は
、

展
示
会
で
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

③
　
法
華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ

一
九
九
四
年
の
「
法
華
経
写
本
シ
リ
ー
ズ
」
出
版
委
員
会

の
発
足
以
来
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
文
書
研

究
所
、
イ
ン
ド
国
立
公
文
書
館
、
大
英
図
書
館
、
パ
リ
・

ア
ジ
ア
協
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
発
刊
し
て
き
た
写
真
版

と
ロ
ー
マ
字
版
を
展
示
し
て
い
る
。

④
　
世
界
の
学
術
機
関
か
ら
贈
ら
れ
た
仏
教
文
物

池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長
は
、
法
華
経
写
本
を
所
蔵
す
る
世
界
の
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研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
交
流
を
続
け
て
い
る
な
か
で
、

法
華
経
に
ゆ
か
り
の
深
い
仏
教
文
物
を
数
多
く
贈
ら
れ
て

い
る
。
展
示
会
で
は
、
そ
の
一
部
と
し
て
、「
鳩
摩
羅
什
像
」

（
亀
茲
石
窟
研
究
所
）、「
南
條
・
ケ
ル
ン
本
」
の
初
版
本
（
イ

ン
ド
文
化
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
）、
絵
画
「
飛
天
」（
敦
煌
研
究
院
・

段
文
傑
初
代
院
長
）
な
ど
を
公
開
し
て
い
る
。

⑤
　
敦
煌
莫
高
窟
コ
ー
ナ
ー

展
示
会
の
共
催
団
体
で
あ
る
敦
煌
研
究
院
の
協
力
に
よ
り
、

敦
煌
莫
高
窟
に
描
か
れ
る
法
華
経
の
経
変
（
経
典
の
内
容
を

人
々
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
絵
画
化
し
た
も
の
）、「
三
草
二
木
」

「
化
城
宝
処
」
な
ど
法
華
経
の
七
譬
の
パ
ネ
ル
や
敦
煌
出
土

の
法
華
経
の
複
製
品
を
展
示
す
る
。
韓
国
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
各
展
示
会
で
は
、
莫
高
窟
八
五
窟
を
会
場
に
再
現

し
、
法
華
経
変
の
立
体
的
な
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
鳩
摩
羅
什
の
生
涯
」「
法
華
経
の
七
譬
」
を
解
説
す
る
動
画

を
上
映
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
開
催
国
・
地
域
で
の
大
乗
仏
教
・
法
華
経
の

伝
播
と
認
知
度
に
応
じ
、
そ
の
地
の
学
術
・
教
育
機
関
に
協
力

「法華経─平和と共生のメッセージ」展　開催国・地域

1 香港 2006年～ 2007年、2015年
2 マカオ 2007年
3 インド 2007年、2008年、2009年、2010年
4 スペイン 2009年、2012年
5 ネパール 2010年
6 ブラジル 2010年、2011年
7 スリランカ 2011年、2013年
8 イギリス 2011年
9 日本 2012年、2013年、2014年
10 台湾 2013年、2015年
11 マレーシア 2014年
12 アルゼンチン 2014年
13 韓国 2016年
14 ペルー 2016年
15 タイ 2017年
16 シンガポール 2017年
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を
要
請
。
韓
国
の
国
立
中
央
博
物
館
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ケ
ダ
州

博
物
館
な
ど
か
ら
資
料
提
供
や
複
製
品
の
製
作
許
諾
を
得
る
と

と
も
に
、
詳
細
な
解
説
の
追
加
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
、
同
展
の
日
本
語
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完

成
。
続
い
て
、
中
国
語
版
（
簡
体
字
・
繁
体
字
）、
韓
国
語
版
、
英

語
版
も
編
纂
さ
れ
、
合
わ
せ
て
四
言
語
で
出
版
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
韓
国
の
李
壽
成
元
首
相
、
タ
イ
の
ウ
ィ
ー
ラ
・

ロ
ー
ト
ポ
ッ
チ
ャ
ナ
ラ
ッ
ト
文
化
大
臣
、
香
港
中
文
大
学
終
身

主
任
教
授
の
饒
宗
頤
博
士
、
翻
訳
家
の
バ
ー
ト
ン
・
ワ
ト
ソ
ン

氏
を
は
じ
め
、
各
界
を
代
表
す
る
来
賓
が
展
示
会
を
訪
れ
た
際
、

次
の
よ
う
な
声
を
寄
せ
て
い
る
。

「
法
華
経
の
多
様
な
写
本
を
拝
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
仏
教

精
神
へ
の
理
解
を
深
め
、『
法
華
経
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に

広
げ
て
い
く
為
の
こ
の
う
え
な
い
資
料
で
す
」（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン 

サ
ル
バ
ド
ル
大
学
東
洋
学
学
院
カ
ル
ロ
ス
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ル
ア
院
長
）　

「
仏
教
の
普
遍
的
価
値
を
浮
き
彫
り
に
し
、
人
類
の
精
神
的
遺
産

の
一
部
と
す
る
歴
史
的
な
展
示
会
で
す
」（
イ
ン
ド
国
立
公
文
書
館 

ム
シ
ル
ル
・
ハ
サ
ン
館
長
）　

　

世
界
に
そ
の
開
催
規
模
を
広
げ
て
い
る
「
法
華
経

│
平
和

と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
展
は
、
そ
の
内
容
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
も
国
内
外
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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中国の范興儒画伯より池田SGI会長夫妻に贈られた敦煌莫高窟壁
画「飛天」の模写絵


